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ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
屈
し
な
い
こ
と
。
不ふ

撓と
う

○
○
○

❹
失
う
こ
と
。
権
威
の
○
○
○
○

❼
国
民
の
祝
日
で
７
月
20
日

❾
○
○
得
勘
定
で
動
く
ヤ
ツ

10
夕
方
、
夜
。
○
○
の
う
ち

12
転
ば
ぬ
先
の
○
○

13
次
代
の
天
皇

15
受
信
機
↑
↓

17
敵
意
を
抱
い
て
○
○
を
む
く

18
赤
穂
○
○
の
討
ち
入
り

19
何
も
ま
ぜ
な
い
湯
。
○
○
で
服
用

21
答
が
わ
か
ら
ず
○
○
○
○
で
書
い
た

23
○
○
○
○
が
黄
色
い
＝
未
熟
者

24
追
っ
て
書
き

タ
テ
の
カ
ギ

❶
風
の
吹
く
速
さ
。
○
○
○
○
30
メ
ー

ト
ル

❷
市
↓
市
民
、
区
↓
○
○
○

❸
仲
が
悪
く
対
立
す
る
＝
○
○
突
き
合

せ
る

❺
蛙
の
○
○
に
水

❻
一
期
（
い
ち
ご
）
○
○
○

❽
夜
回
り
な
ど
に
打
ち
鳴
ら
す
長
方
形

の
小
さ
な
木

11
異
端
の
徒

12
三
重
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
市

13
亀
の
○
○
よ
り
年
の
○
○

14
○
○
揚
々
と
凱
旋
す
る

15
♪
○
○
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い

16
春
の
季
節
。
○
○
○
○
講
習
会

17
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
。
○
○

○
な
男

19
生
死
の
○
○
○
を
さ
ま
よ
う

20
お
爺
さ
ん
は
山
へ
○
○
刈
り
に

22
竹
・
梅
と
と
も
に
慶
事
に
使
わ
れ
る

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｋの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

ソコウ
　
キヨウフ

トウドリ
　
チ
　
ギ

ウカ
　
ヨキ
　
ギリ

ミ
　
ソウヨサン

　
　
キジユウキ

　
ノ

シン
　
ウバ
　
トミ

ヨ
　
イ
　
イツサク

カンジン
　
チカイ

ヒント： ６月の国連の会議へ持っていきます
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応
募
の
方
法

　
「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
職
場
名
」

「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、
メ
ー
ル
か

は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
の

感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と
や
近
況
な
ど

を
一
言
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
５
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一
言
は

「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０-

０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区
天

神
橋
一
丁
目
13
番
15
号　

大
阪
グ
リ
ー

ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連「
お
お

さ
か
自
治
体
の
仲
間
」
編
集
部

n
akam

a@
osaka-jich

iroren
.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
６
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
７
年

７
・
８
月
号
の
紙
面
に
掲
載

３
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
７
年
３
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
サ
イ
チ
ン
シ

ン
ギ
イ
イ
ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら

は
が
き
16
通
、
メ
ー
ル
26
通
合
計
42
人

か
ら
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選

で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
伏
尾
智
栄
子
（
大
阪
府
職
労
）

▼
土
肥
淳
子
（
大
阪
市
労
組
）

▼
樋
上
晃
一
（
堺
市
職
労
）

▼
中
谷　

弘
（
東
大
阪
市
職
労
）

▼
奥
村　

至
（
枚
方
市
職
労
）

３月号の解答
「サイチンシンギ

イイン」

■
桜
も
散
り
、
緑
が
き
れ
い
に
見
え
て
き
た
。

　
　
　

真
木　

純
子
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
「
わ
が
町
自
慢
紹
介
」
の
記
事
、
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
岸
和
田
の
甘
い
人
参
「
彩あ

や

誉ほ
ま
れ」、

ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
み
た
い
で
す
。
岸
和
田

ま
で
行
か
な
い
と
買
え
な
い
の
か
な
あ
。

　
　
　

佐
野　

真
奈
美
さ
ん
（
吹
田
市
職
労
）

■
異
動
し
て
１
ヶ
月
が
す
ぎ
ま
し
た
。
仲
間
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
、業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
す
。

　
　
　

寺
岡　

猛
生
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
人
員
が
相
変
わ
ら
ず
足
り
ず
、
仕
事
の
量
だ
け

が
増
え
る
日
々
。

　
　
　

草
場　

治
美
さ
ん
（
大
東
市
職
労
）

■
入
職
し
て
５
回
目
の
異
動
を
し
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
こ
こ
で
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

岡　

好
美
さ
ん
（
門
真
市
職
労
）

■
今
年
４
月
か
ら
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
年
と
っ
た
新
人
で
す
。

　
　
　

辻
井　

り
え
子
さ
ん
（
枚
方
市
職
労
）

■
近
況　

転
勤
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
職
場
で

も
折
を
み
て
組
合
の
話
を
し
た
い
で
す
。

　
　
　

梶　

寿
美
代
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
保
育
士
さ
ん
の
賃
金
が
仕
事
の
内
容
に
比
べ
て

低
い
の
が
、
と
て
も
残
念
で
す
。

　
　
　

宮
本　

妙
子
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
お
互
い
に
核
戦
争
を
匂
わ
せ
る
言
動
、
も
う
い

い
加
減
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

乗
鞍　

弘
仁
さ
ん
（
八
尾
市
職
労
）

　

２
０
１
６
年
12
月
に
、「
カ
ジ
ノ
合
法
化
法
」（
特

定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法

律
）
は
、
国
民
の
60
％
以
上
が
反
対
す
る
中
、
強
行

可
決
さ
れ
ま
し
た
。「
と
ば
く
禁
止
は
持
統
天
皇
以

来
、
６
８
９
年
の
『
す
ご
ろ
く
禁
止
令
』
に
始
ま

り
、
近
代
法
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
」
と
国
会
審

議
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
犯
罪
と
さ
れ

て
い
た
賭
博
場
を
、
ま
さ
に
問
答
無
用
の
強
引
な
幕

引
き
で
日
本
政
府
が
公
認
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
流
れ
の
中
で
、
日
本
各
地
で
カ
ジ
ノ
の
誘
致

合
戦
が
始
ま
り
、
特
に
大
阪
府
・
市
は
カ
ジ
ノ
に
万

博
を
セ
ッ
ト
し
て
誘
致
し
た
い
と
、
関
西
財
界
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
も
得
て
府
民
生
活
そ
っ
ち
の
け
で
す
す

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
会
場
と
な
る
大
阪
湾

の
夢
洲
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
に
は
津

波
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
と
て
も
危
険
な
場
所
で
す
。

そ
し
て
、
あ
け
す
け
に
「
万
博
が
来
な
く
て
も
カ
ジ

ノ
は
誘
致
す
る
」
と
息
巻
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
合
法
化
さ
れ
た
カ
ジ
ノ

（
賭
博
）
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
の
問
題
と
と
も
に
、

巨
大
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
を
無
視
し
た
カ
ジ
ノ
万

博
と
大
阪
府
・
市
の
街
づ
く
り
を
検
証
し
て
お
り
、

学
習
資
料
に
最
適
で
す
。

「これでもやるの？大阪カジノ 万博」
カジノ問題を考える大阪ネットワーク 編 
（日本機関紙出版センター　定価：900円＋税）

　４月号（332号）１面の写真説明で
「４月７日に中河内地協の新入職員歓迎
会が開催されました」とありましたが、
正しくは「中河南地協の新入職員歓迎
会」でした。おわびして訂正します。

おわびと訂正

助け合いの基本“組織共済”助け合いの基本“組織共済”

★ 詳細は組合書記局までお問い合わせください ★★ 詳細は組合書記局までお問い合わせください ★

給付請求を忘れていませんか？

各型に共通している慶弔は次のとおりです。

　組織共済は、自治労連共済の基本制度で
す。労働組合の組合員全員を対象とする、組
合一括加入の共済で慶弔見舞金制度となって
います。
　組織共済は４種類あり、所属の組合によっ
て加入型が違います。
　請求権は、事由発生日から３年となってい
ますので、給付請求を忘れていないか今一度
ご確認を。
　所属の組合にどういった慶弔見舞金制度が
あるのか、詳細は組合書記局へお問い合わせ
ください。

組合員本人・配偶者・子（満12週
以上の胎児含む）・本人および配
偶者の親の死亡

火災・自然災害と同居親族が
災害で死亡したとき

組合員の結婚祝金

死亡弔慰金

住宅災害見舞金


